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が
ん
ば
ろ
う　

東
日
本
！

〜
復
興
支
援
の
状
況
〜

東
北
３
県
に
総
額
三
千
万
円
を
寄
金

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
未
曾
有
の
大
被
害
を

も
た
ら
し
、
今
も
多
く
の
被
災
者

の
方
々
が
不
安
を
抱
え
、
不
自
由

な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

阿
蘇
市
で
は
、
早
期
復
興
の
た

め
に
は
、
先
ず
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

（
道
路
・
橋
梁
、
上
・
下
水
道
、

仮
設
住
宅
等
の
整
備
）
を
進
め
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
再
構
築
す
る
こ

と
が
よ
り
重
要
と
考
え
、
特
に
被

害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
に
、
見
舞
金
と
し
て

各
県
１
千
万
円
、
総
額
３
千
万
円

を
寄
金
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
、
自
治
体
に
よ
っ
て

は
、
義
援
金
と
し
て
支
出
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
義
援
金
と
し

て
の
支
出
は
、
被
災
者
の
み
に
分

配
さ
れ
、
早
期
復
興
に
向
け
た
行

政
へ
の
直
接
的
な
支
援
に
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
見
舞
金
と

し
て
寄
金
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

４
月
26
日
佐
藤
市
長
が
、
３
県

の
東
京
事
務
所
を
訪
れ
、
目
録
と

と
も
に
お
見
舞
い
状
を
手
渡
し
、

同
日
、
各
県
へ
の
振
り
込
み
を
行

い
ま
し
た
。

▲福島県東京事務所 星 所長に目録を
　手渡す佐藤市長。

　

宮
城
県
東
松
島
市
の
被
害
状

況
と
し
て
は
人
口
約
４
万
２
千

人
の
う
ち
死
者
・
行
方
不
明

者
約
１
，
８
０
０
人
（
死
者

１
，
０
０
０
人
余
）
、
家
屋
被
害

は
全
・
半
壊
、
床
下
浸
水
含
め
約

９
，
０
０
０
戸
に
上
り
、
今
も
な

お
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
被
害
は
建
物
等
の

一
部
損
壊
は
あ
る
も
の
の
、
被
害

の
ほ
と
ん
ど
は
津
波
に
よ
る
も
の

で
、
沿
岸
部
は
家
屋
が
無
残
な
程

に
流
さ
れ
、
瓦
礫
（
が
れ
き
）
と

汚
泥
の
何
と
も
言
え
な
い
臭
い
の

中
、
実
際
に
目
で
見
た
光
景
は
、

余
り
の
惨
状
に
言
葉
も
出
な
い
状

況
で
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
に
比
べ
規
模
も
回

数
も
収
ま
っ
て
き
た
も
の
の
、
余

震
は
、
毎
日
の
よ
う
に
発
生
し
、

宿
泊
所
で
は
非
常
持
ち
出
し
物
や

靴
を
枕
元
に
置
い
て
の
就
寝
と
い

う
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
熊
本
県
震
災
復
興
支
援

チ
ー
ム
の
一
員
に
参
加
し
、
東
松

島
市
役
所
に
て
、
罹
災
証
明
受

付
、
仮
設
住

宅
受
付
、
社

協
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
業
務
、

デ
ー
タ
入
力

作
業
、
罹
災

程
度
に
応
じ

て
被
災
世
帯

現
地
派
遣
職
員
か
ら
の
報
告

余
り
の
惨
状
に

言
葉
も
出
な
い

胸
を
締
め
付
け

ら
れ
る
思
い

▲瓦礫が散乱し、打ち上げらた船。
　（東松島市大曲地区）

▲生活再生支援申請受付業務
　にあたる支援チーム。
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被
災
地
へ
職
員
を
派
遣
し
、
復
興
事
務
を
支
援

　

熊
本
県
の
東
松
島
市
行
政
支
援

チ
ー
ム
に
参
加
、
ま
た
、
熊
本
県

社
会
福
祉
協
議
会
や
熊
本
県
災
害

派
遣
保
健
医
療
チ
ー
ム
の
要
請
に

応
じ
、
５
月
末
日
現
在
、
12
名
の

職
員
を
派
遣
ま
た
は
派
遣
予
定
で

あ
り
、
被
災
者
の
救
援
に
向
け
た

行
政
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
や
被
災
者
の
方
々
の

健
康
相
談
活
動
に
あ
た
り
、
今
後

も
熊
本
県
の
要
請
に
基
づ
き
、
順

次
、
人
的
支
援
を
進
め
ま
す
。

派遣職員名(所属課) 派遣期間 業務内容

熊
本
県
東
松
島
市
行
政
支
援
チ
ー
ム

　

（
宮
城
県
東
松
島
市
）

加藤　勇二郎(総務課) 4月16～22日

● 各種申請受付
業務、罹災証
明、仮設住宅
、被災者生活
再建支援金、
災害弔慰金
● ボランティア
センター支援
活動

北里　和輝(市民環境課) 4月21～27日
小糸　徳雄(建設課) 5月1～7日
森永　英治(農政課) 5月6～12日
荒木　孝文(農政課) 5月11～17日
吉田　英司(企画振興課)
吉岡　喜代信(税務課) 5月21日～27日

村山　大輔(建設課)
浦田　陽介(農政課) 5月26日～6月6日

※ 以降についても継続。
熊本県社会福
祉協議会派遣
（福島県いわ
き市）

村上　潤一(教育課) 4月18～24日
災害救援ボラン
ティアセンター
の運営支援活動

熊本県災害派
遣保健医療チ
ーム（宮城県
南三陸町）

古木なおみ(健康福祉課) 5月26～6月2日 被災者の健康相
談・健康チェッ
ク、避難所の衛
生対策高藤郁子(高齢者支援課) 6月13～20日

●東日本大震災復興支援に係る人的派遣の状況

に
支
給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
の
申
請
受
付
に
従
事
し
ま

し
た
。

　

被
災
に
よ
る
心
身
の
ス
ト
レ
ス

と
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え
な
が

ら
、
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
多

く
の
被
災
者
が
行
列
を
な
し
て
各

種
申
請

や
相
談

に
来
庁

さ
れ
ま

す
。

　

泥
で

汚
れ
た

預
金
通

帳
等
を

持
参
さ
れ
る
方
、
何
通
も
の
死
亡

診
断
書
を
持
参
さ
れ
る
方
、
一

人
で
申
請
に
来
た
女
子
中
学
生

等
々
、
毎
日
が
胸
を
締
め
付
け
ら

れ
る
思
い
で
し
た
。

　

延
々
と
支
援
業
務
に
従
事
す
る

な
か
、
ど
れ
だ
け
被
災
者
の
力
に

な
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
時

折
「
熊
本
か
ら
ご
苦
労
様
で
す
。

あ
り
が
と
う
。
」
と
い
う
言
葉
を

逆
に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

「
熊
本
か
ら
ご
苦
労
様
、

あ
り
が
と
う
。」

し
た
。
今
後
は
長
引
く
避
難
生
活

の
疲
れ
と
生
活
再
建
に
向
け
て
の

不
安
に
よ
り
、
被
災
者
の
方
々
は

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
お
り
、

精
神
的
な
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
と
と
も
に
、
そ
の
対
応
に
連

日
連
夜
追
わ
れ
る
、
東
松
島
市
職

員
の
ケ
ア
も
非
常
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

熊
本
県
チ
ー
ム
は
全
員
高
い
意

識
を
持
っ
て
支
援
業
務
に
当
た
っ

て
お
り
、

東
松
島
市

か
ら
も
評

価
を
得
て

い
ま
す
。

　

第
７
陣

以
降
は
15

名
体
制
か

ら
、
20
名

体
制
に
、
ま
た
第
12
陣
以
降
は
、

派
遣
期
間
を
延
長
し
11
泊
12
日
の

派
遣
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
被
災
地
で
学
ん
だ
こ

と
を
阿
蘇
市
の
防
災
行
政
に
活
か

す
と
と
も
に
、
私
た
ち
に
今
何
が

で
き
る
か
を
考
え
、
常
に
危
機
意

識
を
持
っ
て
今
後
の
行
政
事
務
に

従
事
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲山積みにされた車両。

▲ミーティングの様子。



東日本大震災関連ニュース東日本大震災関連ニュース東日本大震災関連ニュース東日本大震災関連ニュース

広報 あそ 2011.06 4

● 

東
日
本
大
震
災
関
連
の
義
援
金
を　
　
　

支
出
し
た
方
へ

　

個
人
の
方
が
、
国
又
は
被
災
自
治
体
へ
の
寄
附
金
並

び
に
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど

へ
の
義
援
金
を
支
出
し
た
場
合(

報
道
機
関
等
を
通
じ

て
支
払
っ
た
場
合
を
含
む
。)

、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

所
得
税
・
住
民
税
が
減
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http

://
w
w
w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
阿
蘇
税
務
署

(

☎
２
２
‐
０
５
５
１)

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
情
報
を　
　
　
　

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
阿
蘇
市
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方
の
情
報
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
避
難
前
の

住
所
、
避
難
先
の
情
報
な
ど
）
の
受
付
け
を
開
始
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
け
付
け
た
情
報
は
、
全
国
避
難
者
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
避
難
前
に
お
住
い
の
県
や
市
町
村
に

提
供
さ
れ
、
そ
の
自
治
体
か
ら
様
々
な
お
知
ら
せ
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼ 

対
象
と
な
る
方　

東
日
本
大
震
災
等
に
伴
い
阿
蘇
市

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

受
付
時
間
：
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で(

土
・

日
・
祝
祭
日
を
除
く)

▼ 

申
し
込
み
方
法　

登
録
の
た
め
の
書
類
に
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
避
難
前
の
住
所
、
避
難
先
の
情

報
な
ど
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

本
人
確
認
の
た
め
に
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
及
び
受
付
窓
口
】

　

阿
蘇
市
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
対
策
本
部
事
務
局

　

☎
２
２
‐
３
５
１
０

　

津
波
被
害
や
原
発
事
故
に
伴
う
集
団
移
転

の
受
け
入
れ
施
設（
被
災
者
サ
ポ
ー
ト
施
設
）

と
し
て
、
内
牧
の
旧
公
立
学
校
共
済
組
合
阿

蘇
保
養
所
「
ひ
の
く
に
会
館
」
の
購
入
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
の
く
に
会
館
」
は
、
平
成
17
年
３
月

に
閉
鎖
さ
れ
た
保
養
施
設
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
延
べ
床
面
積
約
３
千
㎡
、
敷
地

面
積
約
６
千
８
百
㎡
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
市
や
全
国
市
長
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
出
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
被

災
市
町
村
の
防
災
対
策
本
部
に
呼
び
か
け
を

行
い
、
10
世
帯
以
上
の
集
団
移
転
等
が
決
ま

り
次
第
、
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
９
日
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い

て
可
決
さ
れ
、
総
額
３
千
万
円
で
の
購
入
を

決
定
し
ま
し
た
。

被災者受け入れ施設として
旧ひのくに会館購入を決定

　震災発生以来、公共施設４８ヵ所に義援金箱を設置して市民の皆様にご協力をお願いしています。
■義援金の受付状況

　４月分の総額  2,602,334円　（義援金429,230円、各行政区等2,173,104円）
　　　　　累計13,454,969円
　寄せられました義援金は「阿蘇市民一同」からの義援金として熊本善意銀行に振り込みましたので、
日本赤十字社を通じて被災された方々に届けられることになります。
　なお、義援金は引き続き受け付けていますので、重ねてご協力お願い申し上げます。

東日本大震災の救援義援金ご協力ありがとうございます

問い合わせ先：総務課秘書政策室　☎２２－３１１１　　　５５－３１１１　　　　　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。


